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開議 午前１０時００分

○委員長（盛田惠津子君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席委員は１５名で、定足数に達しております。

したがいまして、予算審査特別委員会は成立いたしました。

これより、本日の会議を開きます。

本日の審査日程及び本委員会における説明員は、お手元に配付したとおりです。

お諮りします。

本委員会の傍聴を許可したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、傍聴を許可することに決定いたしました。

本委員会に付託されました事件は、議案第９号平成３１年度七戸町一般会計予算から議

案第１７号平成３１年度七戸町水道事業会計予算までの９件でございます。

審査に入る前に、委員長から委員の皆様にお願いいたします。

御質問の際には、質問箇所のページと予算科目をお示しの上、御質問くださるようお願

いいたします。

なお、本日は、議案第９号平成３１年度七戸町一般会計予算の歳出予算、９款消防費ま

での審査を行いたいと思いますので、御協力のほどよろしくお願いいたします。

それでは、平成３１年度七戸町一般会計予算を議題といたします。

これより、質疑に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

歳入から行います。

１４ページ、１款１項１目個人から、１９ページ、８款１項１目環境性能割交付金ま

で、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、２０ページ、９款１項１目地方特例交付金から、２１

ページ、１２款２項２目衛生費負担金まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、２１ページ、１３款１項１目総務使用料から、２４

ページ、１４款３項２目民生費委託金まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、２４ページ、１５款１項１目民生費負担金から、２８

ページ、１６款２項２目物品売払収入まで、発言を許します。

６番。

○委員（附田俊仁君） おはようございます。
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２８ページ、１６款２項１目の立木売払収入のところ、予算１,０００円ということ

は、科目だけ残してあるということなのでしょうけれども、平成３１年度の立木の、町有

財産が１,４００町歩、３００町歩でしたか、という森林の面積があるということだった

ので、新年度の計画はあるのかないのか、伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 財政課長。

○財政課長（金見勝弘君） お答えいたします。

平成３１年度の立木の売り払いの件でございますが、今のところ伐期を迎えている箇所

が２カ所ほどあります。歳出予算のほうにも計上しておりますが、調査費を計上して、調

査の結果、また、分収の相手方と協議の上、売るか売らないかを判断したいと考えており

ます。

以上でございます。

○委員長（盛田惠津子君） ６番。

○委員（附田俊仁君） 分収林になっているということ、町単独ではなくて、維持管理も

含めて公社とかにお願いしているという内容で、平成３０年度、平成２９年度かな、売り

払いをした際に、入札も、ある程度、立木の見積もり予定価格を算出して、それに伴って

入札をかけて、高いところが落札をするという形になっているのですか。

その際に、当町には林業をメインにしている会社が大きく４社かな、あるのですけれど

も、聞くところによると、その４社のどの会社も町の入札で落札できなかったというよう

な話がちらっと聞こえてきていまして、公平な面でいけば町外にもということなのでしょ

うけれども、町の財政の、それをメインにしている会社があるということですので、そう

いうところに便宜を図るわけではないのですが、町の、頑張れるようにもうちょっと指導

はできないものかどうかということを町長に伺いたいのですが。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） お答えいたします。

地域の、町のいわゆる産業の振興という観点からすれば、当然の御発言だと思います。

ちなみに、土木工事などは、いわゆる地域に限定と、こういったので、今、大部分は執

行しているという状況でありますので、現在、今、委員おっしゃるとおり、４社であると

するならば、十分競争性はあるというふうに思います。したがいまして、実態を調査して

みて、そういう地域的な限定をかけられるのであれば、そういう方向でこれはやったほう

がいいかなと、今感じているところです。調査します。

○委員長（盛田惠津子君） よろしいですか。

ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、２８ページ、１７款１項１目一般寄附金から、３３

ページ、２１款１項６目民生債まで、発言を許します。

ございませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 以上で、歳入の質疑を終わります。

次に、歳出に入ります。

３４ページ、１款１項１目議会費から、４３ページ、２款１項６目企画費まで、発言を

許します。

７番。

○委員（佐々木寿夫君） ３６ページ、２款１項８目の報償費についてですが、ふるさと

納税返礼品というのが３００万円ということで、昨年の倍ぐらいになっているのですが、

これは実績はどれぐらいで、やっぱり倍にする必要があるのか、そして、このふるさと納

税というのは、実績がどれぐらいで、実際、町の財政にはどの程度貢献しているか、お伺

いします。

○委員長（盛田惠津子君） 総務課長。

○総務課長（高坂信一君） お答えいたします。

報償費のふるさと納税返礼品３００万円の予算計上でございますが、これは歳入に新年

度１,０００万円を計上しております。返礼品につきましては、総務省の通達で３割以内

で返礼することということになっておりまして、それの歳入の３０％の３００万円、これ

を返礼品の費用として計上したところでございます。

全体にかかわる費用としては、この３割が返礼品、それから、業務の委託料、それから

郵送料、文書発送料、これらを含めますと、大体４割弱の経費になるということになって

おります。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ７番。

○委員（佐々木寿夫君） 昨年度の実績はどれぐらいかということ。

それから、報償費の返礼品が３割で、４割の経費だと、実際、町の収入になるのは３割

しかないわけですか。そこ、確認。

○委員長（盛田惠津子君） 総務課長。

○総務課長（高坂信一君） お答えいたします。

まず、昨年度の実績ですが、昨年度は４１１万円の納税額でございました。

全体で何割、町に入るかといいますと、３割が返礼品、その他事務的な費用が１割

ちょっとでございますので、大体五十四、五％は町に入るということになっております。

以上でございます。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、４３ページ、２款１項７目七戸支所費から、５１ペー

ジ、２款２項１目賦課徴収費まで、発言を許します。

ございませんか。



－ 6 －

４番。

○委員（哘 清悦君） ４７ページ、１項２款１６目、１７目、１８目に関して、個別の

事業ではなくて、全体について伺いたいと思います。

地域おこし協力隊の活用状況を見ると、農業で地方に行っているというのが８割という

ことで、七戸町でも今２人、また２人募集しているということですけれども、自分も研修

先の受け入れ農家として協力してはいるのですけれども、Ｉターンのところに一生懸命私

も役場の職員も結構労力を割いていると思うのですけれども、その効果を考えたときに、

なかなか人口減少に歯どめがかからないなと、最近、強く感じています。広報しちのへを

見ても、１月、２月、生まれたのがたった２人で、今、卒業シーズンですけれども、私の

次男の同級生もみんな高校３年生で卒業と。ＰＴＡのとき一緒だった人、お母さんたちの

話も聞くと、娘もみんな東京のほうの学校、進学、就職。将来の人口予測で、これほど交

通の要衝で、条件のいい、新幹線の駅もある七戸の人口減少率が県内でも上位のほうにあ

る。副町長の話を聞いたときに、わりとそこが分析が進んでいるなと思っていたのが、ま

ず優秀な人を育てて、いい大学に入れさせたらいい会社へ入ってしまって、戻ってこな

い、これが一つ。そうではない、要はＵターン率が低いということです。あの数字でかな

り分析していると思ったのですけれども、そのＵターンというのが、実は町が一生懸命

やっていても、なかなか効果が出にくいなと自分が感じているところもあって、副町長が

そこを、今、個人の分析状況なのか、その分析結果をある程度、町でも共有して、平成３

１年度の予算も考えたのかというあたりを伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 副町長。

○副町長（似鳥和彦君） お答えいたします。

１月の七戸商工会の町長代理で行ったときにお話ししたことかと思いますが、確かにこ

れは個人的な分析なのですが、個人といっても公人ですので、これは全体に周知できると

思います。いわゆる国勢調査を分析して、そして出てきた数字でございますので、２０

代、大学とか、東京へ行って、帰ってこない人が周りの町村よりも多いというのが事実で

ございます。このいわゆるＵターン、ここをもうちょっと周りの東北町、野辺地とか、そ

の辺と同じような率に上げると、Ｕターンも少しはふえてくるのかなという気がしており

ます。

原因は何かというと、ちょっとこれは原因は分析しないとわかりませんが、以前、１０

番委員が、子供の教育というか生涯学習、これが大事だという、その辺もまた絡んできて

いるのかなという気もいたしております。この町がいいと思える状況をつくり上げる、こ

れが大人の役割の一つではないのかなと思っておりまして、大分前のお話でありますが、

１０番委員の御質問、なるほどなと思っておりました。

そのほかにもまだ恐らく理由はあるとは思いますが、その辺は分析した上で、どのよう

にやっていったらいいのかというのは、これから考えたいと思っております。

○委員長（盛田惠津子君） ４番。
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○委員（哘 清悦君） 今までも人口減少対策でいろいろなアンケートをやってきたかと

思うのですけれども、今、自分が、私自身、Ｕターンしているので、一番感じるのが、子

育てしている保護者の意識調査、これを１回やってほしいなと思っています。

というのは、親が子供の幸せを一生懸命考えた結果として、教育にはお金をかける、や

りたいことをやらせる、結果、いい会社へ入るというところで、そうなった場合に、親が

子供のことを考え過ぎて、ここにいてほしいとか、戻ってきてほしいというのをなかなか

言わない親のほうが多いのかなと。藻谷浩介さんの話を聞いて、自分もぴんとくるのは、

やはり都会に行って生活してみて、出てみて田舎のよさがわかるし、ではテレビコマー

シャルに出る大企業に就職したら幸せかというと、そこの中の大変さもわかる。それをわ

からない、経験がない保護者が結構多いのではないかと。だからＵターンに結びつけると

すれば、そういったところから考えていかなければならないような気がするので、今後ど

ういったことをやるかということの参考にするためにも、保護者のアンケート調査という

のをやってほしいなと思っています。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ありませんか。

１０番。

○委員（田嶋弘一君） 関連で、副町長からいろいろな話で、私の名前が出てきたので、

さらに私、一番の問題が、前にもあったのだけれども、この地域おこし協力隊ということ

で、今、役場のほうにも新しい人が２人。その前に、田舎体験をやっている上で、千葉県

から２名の女性が来た経緯があります。そのときに、学生時代のころ、２人が応募してき

ていただいたのですけれども、そのときも、町の受け入れ体制がなっていないというの

を、私、すごく痛感しました。

そういう意味で、また次の年、就職してもいいなというふうにして、また２年目も来て

いただきました。そのときも、最後にいろいろな会話をしたのだけれども、そのころ、地

域おこし協力隊があればぜひという時代があったのだけれども、再三言っていても、今、

副町長が言ったけれども、何回言っても、これから考える。次の年もまたという。今も１

人の人が観光交流センターに勤務していたのだけれども、ぜひ地元にいてほしいなと思っ

たのだけれども、事情があってということで、ありがとうということで、帰っていってし

まったけれども、今、哘委員が言ったとおりに、東京都内でも５,０００人という、地方

に来ている。その３分の１の１,５００人が大体北海道、農業にあこがれて。あとの３,５

００人が本州、九州、こういうふうになっているそうです。応募したら、我が町も東京の

ほうから２人来ているというのだけれども、その２人のいた人から、この町のどこがよく

て、どうかというのを把握しながら、受け入れ体制をちゃんとやらないと、例えば実習生

が来ても、俺の言うことを聞けでは、やっぱり帰っていきます。そういう意味で、今、町

長も一生懸命頑張っているけれども、いろいろな形で、ではＵターン、いや、給食費をた

だにしたら来るとか、そういう発想には、私、ならないと思うのですよね。
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今も聞きたいけれども、いろいろなことをやっていて、これから、先ほど６番委員から

も、財政も厳しくなっていく一方。いろいろな施設を建てれば人が来るという感覚と、よ

そから来る人は、今の自然がいいなという人と、二通りあるのですけれども、町長は農家

に対して、農業をやりたい人がいたら、どういうふうにしていくべきかということを、次

のほうにいくのですけれども、ついでに、もし住みたいといったときに、そういう対応を

どういうふうにしようとして考えていますか。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） なかなかこれだという答えはないのですけれども、農業を希望す

る、いわゆる都市部に住んでいる方、結構いると。そして、私は一体何を、どの部分をや

りたいのか、そういったものを決めかねている人もいると。ですから、いわゆる地域おこ

し総合戦略課のほうに言っているのが、北海道で一つの例があると。まず、農業体験、そ

れもいろいろな部門がある。畜産あり、あるいはまた大きい耕種の、田んぼでもいいで

しょうし、野菜もあり、そういったもので、とにかく試しに、例えば３日なり１週間な

り、そういったものをやってもらって、実際、体験してもらうと。では私はこれをやりた

いなというのであれば、実際、農家に入って実習するなり、あるいはまた、将来の就農を

目指してやると、そういうことで、お試し体験的な募集をしろということで、研修にも

行ってきました。ですから、今後、そういった形での一つの受け入れ体制というのをとっ

てみたいと。いきなりよくわからないままに農家に入っていくのは、かなり抵抗があるみ

たいでありますから、その辺も一つの方法かなと思っております。それでしっかりものが

見つかれば、それで就職なり就農なりしてもらえればいいというふうに考えていまして、

これからのパターンですけれども、だんだんだんだんそういった形で具体的に、今までの

反省を踏まえて、やってみたいというふうに思っています。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） ２番委員からも一般質問でやったのですけれども、議員が研修に

行って何をしてきたかというのを指摘されたと。私はそれなりに頑張っているつもりなの

ですけれども、一般住民にしてみればそうだと思います。この間も九州の長崎の大村市に

行ってまいりました。そこに無人島の田島というところがあるということで、一生懸命話

をしている中で、まちおこしをするために、５年ですよ、５年前から田舎体験という、我

が地区はもう１８年になります。その人が大阪からサラリーマンをやめて、私がやりたい

と。今、実行権を握って経営をしている。そういうのもある中で、もっと前からやってい

ながら、何でこの地域に若い人が来ない。青森県でも一番人口減少が、減っていくという

地域になっているのです。そういうのもやっていながら、一歩前に行かない。何でかとい

うことを深く考えるべきだと私は思うのですけれども、それだけ向かう方向性が違う、今

の行政の考え方とか。そういうのを、復命書を見ればわかると思うのですけれども、恐ら

く復命書をほとんど職員の方々、三役の方々が見ていないのではないかなと。研修内容

を、我々はそれなりにやっているのだけれども、２番委員から、一般住民にしてみれば、
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どこに研修に行ってきた、ただ行ってきたのだろうというふうにとらわれています。あえ

て今、この研修内容を私が今町長にずっと言ってきているのですけれども、前に進まな

い。だから、大村市が何でそうなってきたかという書類も、多分、我々が行ってきた研修

内容の書類は、町長、副町長に行っていると思うのですけれども、読みましたか。

○委員長（盛田惠津子君） 答弁、町長。

○町長（小又 勉君） いや、残念ながらそれは見ていません。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、５１ページ、２款３項１目戸籍住民基本台帳費から、

５６ページ、２款６項１目監査委員費まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、５６ページ、３款１項１目社会福祉総務費から、６１

ページ、３款１項９目後期高齢者医療対策費まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、６１ページ、３款２項１目児童福祉総務費から、６６

ページ、３款２項７目児童センター建設費まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、６６ページ、４款１項１目保健衛生総務費から、７１

ページ、４款２項３目下水処理費まで、発言を許します。

７番。

○委員（佐々木寿夫君） ６７ページ、４款１項１目１９節負担金補助金のところの中部

上北広域事業組合負担金（病院）、５億７,４９７万７,０００円となっているのですが、

これが昨年度より７,０００万円ほどふえているのです。このわけをお知らせください。

○委員長（盛田惠津子君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（氣田雅之君） お答えいたします。

その内訳としては、今回、七戸病院では、平成３１年度に電子カルテを導入する予定で

ございます。それで、電子カルテのほうは１億３,０００万円です。町として負担する金

額として、七病で企業債を借りて購入する予定ですが、町としては過疎債を利用したほう

が有利ということで、七戸町分については６,３２０万円、部分的に一括で支払う予定で

ございます。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、７１ページ、５款１項１目労働諸費から、７６ペー

ジ、６款１項１０目農業体験等交流事業推進費まで、発言を許します。

７番。
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○委員（佐々木寿夫君） ７４ページ、６款１項６目に関係するのかな、１９節に負担金

補助金ということで、昨年はここに猟友会の補助金を設けていたのですよね。ところが、

ことしは猟友会の補助金は、実施隊ができたからなくなったと思うのですが、猟友会の補

助金というのは、これはどうなりますか。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） お答えいたします。

今まで総務費の中で猟友会の補助金を見ておりましたが、平成３１年度、鳥獣被害対策

費ということで、１３目に新しく項目を設けまして、年間活動費から実質活動費までの予

算を確保して、それにより支払いをしていきたいというふうに変更いたしました。

○委員長（盛田惠津子君） ７番。

○委員（佐々木寿夫君） そうすると、６款１項１３目の鳥獣被害対策費の中に、猟友会

の補助金というのは入ることになるのですか。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） 補助金という形ではございませんが、活動していただいて

いる隊員の皆様に年報酬と、駆除とかパトロール等の毎日の活動費、日にちの実際の活動

費等を費用弁償という形で交付する形に変更しております。

○委員長（盛田惠津子君） １２番。

○委員（田島政義君） 課長、そこで問題があるのは、日当はいいのですが、実際に熊が

出ましたというときの、ライフルの弾１発、ものすごく高いわけですよ。弾代などは見て

いますか。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） 実際の実費等については、平成３１年度予算では、当初は

見込んでおりません。今後、近隣のところでは十和田市が鳥獣被害対策の関係では先行し

てやっていますので、近隣と、あとは隊員、隊長と協議しながら、あとは、そのほかにも

パトロールの若手育成という部分でもいろいろございますので、そこら辺は両隊長と協議

しながら、これから検討していきたいと思っておりました。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） １２番。

○委員（田島政義君） 町長、これはなかなか大変なのだそうです、猟友会のほうに聞い

てみれば。もう失敗すれば向かってこられるから、やっぱり真剣に撃つというと、結局、

何発、ライフルで撃たなければいけない。ライフルで、経験がないとライフルの許可はも

らえないそうですから、やっぱりみんな高齢者になっていると。ですから、その辺も考慮

して、よく担当課もその辺、実質かかるものは、やっぱりあげるという形にしないと、

おっかなくて、撃てば撃つほど自分のほうが。お金が本来なら、やっぱりその辺も考え

て、町民の安全とかそういうのも、今、七戸中学校の駐車場に来て熊が座っているといえ

ば、全く、町の中に熊がいるのと同じですから、その辺もやっぱり考慮していただきたい
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と、これは要望しておきます。

○委員長（盛田惠津子君） ７番。

○委員（佐々木寿夫君） 鳥獣被害の対策というのは、年々必要性を増してきているので

すが、特に……。

○委員長（盛田惠津子君） ちょっと待ってください。済みません。７６ページまででし

たが、次の、関連でいいですか。

よろしゅうございます。済みません、７番、どうぞ。

○委員（佐々木寿夫君） それで、猟友会のそういう仕事に当たる方々の高齢化というの

もまず危惧されているわけです。

それで、年齢を引き下げて、若い人も入れるようにということで、例えば十和田市など

では、例えば猟友会に入って免許をとって、ライフルを購入する段になると、ライフルの

購入代の一部を支払っているのですよね。それから、ほかの町村でもそういうことをやっ

ているのですよね。

だから、町長に伺いますが、例えば七戸町でも、猟友会の方々が免許をとって新しくラ

イフルを購入するときに、資金の一部を町で補助する、そういう考えというのはあります

か。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） 現在は、このごろはそういう大物が出てきているということで、

猟友会の皆さんからもそういうお話は伺っております。特に今、銃を、もちろん購入する

ときもそうですけれども、維持するのに非常に規制が厳しくなっているということで、な

かなか若い人がそれに向かっていく人が少なくなってきていると、そういう実態調査をし

まして、近隣からも聞いてみて、銃の購入の助成というのは必要であれば、これはやって

いかないとだめだろうというふうに思いますし、特に熊対策、銃だけでなくて、やっぱり

犬が必要ということらしいです。というのは、いきなり遭遇しても大変だと。ですから、

やっぱりその辺も相当お金がかかるみたいです。だけれども、かなりあちこちで熊が出て

いるという、大物が出ている、そういう情報がありますので、その辺は十分に対応をとっ

ていかなければならないと考えています。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

１５番。

○委員（三上正二君） これは農業振興費のうちに入ると思うのですけれども、例えば

今、４月１日から外国人労働者の規制が緩くなるのですよね。この前も県知事がテレビで

話をしていましたけれども、実際、先にその点から聞いたほうがいいな、今、実際、七戸

町に外国人労働者は何人ぐらいいるのですか。まずそこから入ったほうがいい。おおよそ

でいいよ。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） お答えします。
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農業研修生等がお見えになっているということはわかっていますけれども、人数までの

把握はいたしておりません。

○委員長（盛田惠津子君） １５番。

○委員（三上正二君） うちのほうだけで大体十二、三名いますので、それ以外にもいる

と思いますので、結構な人数になるのですよ。これから労働力不足になれば、ますます

もってそういう形になるし、ましてや、今来ているうちのほうの子でも、来年、３年目を

迎えれば、１カ月帰って、また２年来たいという方、今、計５年間になるのですよ。そう

すると、まだまだふえることになりますので、そこで、これは検討してもらいたい事項な

のですけれども、お金をくれとかそういうことではなくて、実際、その人たちが来て、日

本語の勉強をするとか、それから、まともに来たときに、何もわからないわけです。だか

ら、そういうソフト部分の地域のケアというのか、そういう講座とか、そういう形のもの

というのは考えてもらえないものでしょうか。これは誰から聞けばいいのかな。町長、副

町長でも。

○委員長（盛田惠津子君） 副町長。

○副町長（似鳥和彦君） お答えいたします。

研修生、見町のほうのとある会社とか、どこかの鉄工所さんにも来ているような気がい

たしますが、確かに語学研修は必要と考えております。語学研修関係は生涯学習関係で教

育委員会のほうで実際やっておりますが、その辺、もうちょっと教育委員会と連携しなが

ら、確かに言葉が通じないのが一番本人たちは困ると思いますので、これは平成３１年度

中に何かの形をつくっていきたいと考えております。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

１０番。

○委員（田嶋弘一君） ６款１項１０目１９節についてお伺いいたします。一般質問でも

やった経緯がありますけれども、地元の子供たちが体験する人が少なくて、今、夏休みに

グリーン・ツーリズムで募集をかけると、農林課のほうのお話だと、１週間の余裕を持っ

てやっているのが、今、１時間もすれば満杯状態になると、それくらい人気があるみたい

なのですけれども、できれば地元の子供たちにも体験してほしいなということで質問しま

したけれども、地域にいるのがいいところがわからないで、他市町村の人が七戸町がいい

なというふうに、募集をかけると来るのですけれども、この件について、体験学習をもっ

と回数をふやしても私はいいのかなと思うのですけれども、教育委員会関係のほうでも、

部活がある、何とかがあるという形で、なかなかできないような形があるのですけれど

も、まちおこしとしては、私はメインなように感じるのですけれども、農林課を初め、地

域おこし協力隊、観光課も含めて、体験学習でいいと思うのですけれども、そういう方向

性を考えて予算を組みましたか。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） お答えいたします。
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特にこの予算の中では、町内の子供向け、青年向けというものの予算は特別は組んでご

ざいませんが、実際、かだれ塾とかというのを開催いたしますと、参加人数が結構多く

て、町内の子供も数名はおりますけれども、ほとんどが町外の子供ということになってお

りましたので、平成３１年度は子供会とかそういうところと連携しながら、限定的に町内

の子供だけを対象に、今現在はかだれ塾は２泊３日の事業でやってございますけれども、

特に１泊２日とか、その日だけとか、子供会のニーズに合わせた取り組みを実施したいと

いうことで、役員会のほうがあればうちのほうで出向きますのでということで、話は今詰

めているところでございます。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

１０番。

○委員（田嶋弘一君） 私、今の地域おこし協力隊の話もそういう形で進めて、観光課は

どういうふうな感覚で考えていますかということを、今、農林課だけではなくて、なけれ

ばないなりでいいのですけれども、委員長、その辺、どなたかなければいいよ。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

地元の子供、大人の方たちの農業体験については、観光課としては特にメニューは考え

ていません。ただ、いわゆる子供対象であれば生涯学習課であり、農林課等が農業体験、

そういった形の中で、一つの一連の１日のメニューであるとか、あるいは１泊２日の商品

にしたいとか、そういった場合には、いつでも私ども、あるいは観光協会ともども相談に

応じて進めていきたいというふうに思っております。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） 地域おこし総合戦略課長。

○地域おこし総合戦略課長（田嶋邦貴君） お答えします。

協力隊関係の事業の中身のことですけれども、うちのほうは新規就農の推進ということ

で、お試し短期農業体験というところを平成３０年度実施しました。来年度も一応その予

定はございます。ただ、今、それは大人向けの話でございまして、今、委員がおっしゃる

とおり、総合戦略の中でも一番大事にしているのが次世代を担う子供たちがやっぱりこの

町を知ったり好きになったりしなければならないということの中では、横断的な取り組み

ということで、総合戦略の推進委員会の中でもいろいろ協議をしております。なので、

今、農林課がそういう子供会というところをターゲットにすれば、我々もその辺のところ

を支援しながら、そういう体験等をしていけるような取り組みにしていければと考えてお

ります。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） １２月の議会のときにも一般質問した経緯が、なぜかというと、

子供たちは見ること、やること全てが楽しい。帰ってきて、親の意見をちょっと受け入れ
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たら、ふだん、言わない子供が、そればかり言っていると。子供の会話がふえたと。これ

が本当の体験なのかなと。その前に、先ほども言いましたけれども、大村市に行ったとき

も、今、地域おこし協力隊みたいな人が１人、大阪から来て、私にこれをやらせてくださ

いという形で、全部預けたと。できればそういう人がこの会の、農林課ではなくて、直に

そういう観光協会みたいなところにそういうスタッフがいたら、入ってもらったほうが私

はベターかなと思うのです。だから、できればこれについては、農林課だけの問題ではな

くて、町一つの事業としていくべきだなと思うのです。子供の体験の話の中で、私、ど

じょうすくいの一応担当をやって、先輩から聞いてやっているのです。その中で、次はぞ

うり編みとか、いろいろなことを、昔のことを覚えて学んでいくという、それがこの間の

石川県の合掌づくりのところに行ったら、次の子供たちに、この伝統はあなた方が守るの

だよというふうに教育してきたら、都会に出ていても、私、帰ってこなければならないの

だというふうな位置づけ、学力も大切だけれども、生きのびる力を与えるのも私は大切か

なと思っているので、これを今後、農林課には申しわけないのだけれども、一つの別な方

向として考えていくべきかなと私は思うのです。町長、答弁。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） おっしゃるとおりだと思います。こと農林課に限らず、地域おこ

しにもつながるし、あるいはまた、将来の農林課以外、商工観光、観光部分にもつながる

ということですから、全庁的な関連する部署で一つのプロジェクトチーム的なものをつ

くってこれは推進をしなければならない、今の御意見から感じておりますので、そういう

方向で進めていきたいと思います。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） 先ほど子供の話もしたけれども、大人の話も一緒にやったらとい

うことで、答弁者側の前列はほとんどわかると思うのですけれども、マッチで火をつける

ときに、マッチの使い方がまずわからなかったと、子供が。マッチ１本火事のもとと消防

車で言っているのだけれども、このごろはそれがわからないと。それから、火をつけると

きに、大きい薪に固形燃料を添えて火をつける、今の時代は。ところが我々は、昔は芝を

敷いて、次が小さい木をやって、次が大きい木をやって火をつけるというふうに子供たち

には教えているのですけれども、それが前列４名はわかると思うのですけれども、若干後

ろのほうはわからないかもわかりません。という意味で、そういう新しく入ってきた地域

おこし協力隊の方なども、かだれ塾があるから、田舎体験するところがあるから、そこで

１泊泊まってもよし、いろいろな形で若い世代と交流も持って、ここがいいなというふう

に、次の時代に伝えていくのがかだれ塾というふうに私は思っているのですけれども、そ

の研修を入れてほしいなということで、１２月に質問したのだけれども、その辺がまだ未

定みたいな形で副町長から話がありましたので、できればことし中に何とか別な角度で進

めていただきたいと思いますので、その辺は会合を持って進めるようにしますか、副町

長。
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○委員長（盛田惠津子君） 副町長。

○副町長（似鳥和彦君） かだれ塾に限らずということですね。それは新しい形でという

か、昔の形に戻すということです。昔はいろいろやっておりましたので、委員はどじょう

すくいの係で、私は登山の係でしたので、そういう形に戻して、そして子供から大人まで

が楽しめるような、そしてこの町がよいと思えるような形をつくり上げていきたいと思っ

ています。

○委員長（盛田惠津子君） ２番。

○委員（小坂義貞君） ７４ページの農業振興費、１９節、野菜生産力向上対策事業費補

助金、これは金額２,０００万円ということで、中身はどういうものか、説明してくださ

い。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） お答えいたします。

項目は多岐にわたっておりますが、メインとなるものは、野菜の作付面積の拡張である

とか、拡張による生産能力向上のための機械の補助というのがメインとなっております。

そのほかには、ニンニク、ナガイモ等の品質向上対策事業ということで、土壌改良である

とか、そういうものに対して助成しております。あと、トマト、ゴボウ、ネギ等の品質向

上対策事業であるとか、新規圃場整備にかかわる客土であるとか、施設園芸作物のための

新たなパイプハウスを建てるための導入の補助であるとか、多岐にわたっております。

以上でございます。

○委員長（盛田惠津子君） ２番。

○委員（小坂義貞君） 余り品目が多過ぎて、ちょっと中身は把握できない感じですけれ

ども、これはどうやって申し込みをすれば、多分これは広報とかいろいろな形で出すと思

うが、どういう形で申し込みをすれば活用できるのか。

○委員長（盛田惠津子君） 農林課長。

○農林課長（鳥谷部 勉君） お答えいたします。

今月の広報だと思いますけれども、新しいこういう事業をやっていましたので、該当す

るような項目があれば農林課のほうに一度相談に来てくださいという形の広報と、２月に

柏葉館と公民館で人・農地プランの座談会の中で、転作等々含めまして、この野菜生産力

の事業内容等を説明して、いつでも相談に来てくださいよということでやっております。

ちなみに、３月はこの事業の事業要望を個人、団体等から取りまとめしているところで

ございます。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

４番。

○委員（哘 清悦君） ７６ページ、６款１項１０目１９節、先ほどからグリーン・ツー

リズムの件でいろいろ話が出ましたけれども、私もこの件に関して、かだれ塾が人気商品

で、募集をかけるとすぐ応募で埋まるというのを一般質問でも紹介している以上、ちょっ
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と責任があるので、少し話をしておきたいというのは、これはかだれ塾の場合は町の補助

金も入って、参加したい人からの参加料をもらいはしますけれども、それだけでは足りな

くて、実際、それと同額ぐらいの補助金を入れて、やっと実施できているのであって、私

もいろいろな商品を販売していますけれども、半額の値段をつければほぼ簡単に売り切れ

る状態なのです。私も役員をやっていたので、ここは提案したのですけれども、であれ

ば、１万５,０００円から３,０００円ぐらい値上げしてもいいのではないかと言ったので

すけれども、まだその値上げに踏み切れないまま、結局、抽選にするか先着順にするかと

いう議論をしたのですけれども、もういよいよ観光協会も法人化して、商品化ということ

であれば、単独で利益を生み出せるような価格設定と、そういう内容にしていかなければ

ならないと思っているので、実は私は結構厳しいなと思っていて、半額から補助金の割合

を少しずつ減らす努力もしながらやっていってもらいたいなと思っています。簡単に人気

商品だという言い方をしてしまいましたけれども、実際は簡単ではないと私自身は思って

いますので、そこをつけ加えたいと思います。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） 答弁は要らないですか。

ほか、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） ここで、暫時休憩します。

１０時５５分から１１時１０分まで。

休憩 午前１０時５５分

再開 午前１１時１０分

○委員長（盛田惠津子君） 休憩を取り消し、会議を開きます。

次に、７６ページ、６款１項１１目畜産業費から、８０ページ、６款２項２目林道維持

管理費まで、発言を許します。

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、８０ページ、７款１項１目商工総務費から、８６ペー

ジ、７款１項７目公園管理費まで、発言を許します。

４番。

○委員（哘 清悦君） ８４ページ、７款１項５目１３節委託料と１４節使用料及び賃借

料のところで、駅駐車場機器警備委託料と駅駐車場管理機器リース料について伺います。

新聞でも、駅の駐車場の有料化ということが大きく紹介されたので、町民も結構関心を

持っているところです。

委員会で商工観光課からもらった資料を私なりにも見てみましたけれども、まず、料金

を徴収する機械ですけれども、１台当たり４６万円で、３カ所に設置すると。それが月４

６万円ということで、まず結構経費がかかるのだなと感じました。
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それを考えた場合に、駐車場が３カ所、南駐車場は３２５台、北の１は３１８台、北２

というのが４２台だけで、台数がほかの８分の１ぐらいなのです。そうすると、費用対効

果を考えると、３００台以上の２カ所よりもすごく割高につくので、ここの北駐車場だけ

は無料化のままで、２台設置だけにしたほうが、かえってお金は残るのかなというふうに

考えたのですけれども、その辺はどのように検討されたのか、伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

駅の周辺には、南に１カ所、北に２カ所あるわけですが、北の２というのは４２台の可

能台数しかありません。この北の２に関しては、確かにリース料のほうが若干高いという

ことになります。トータルで考えるとプラスになるということで、とりあえずは今のまま

の無料の状態の早い者勝ちという状態、それから、放置車両の状態というものを解消した

くて、とりあえず３カ所ということにしました。

また、３カ所ともこの機械を設置するメリットの一つにですけれども、この月のリース

料の中には、防犯カメラを３台設置する費用が含まれています。南の駐車場、北の１とい

うのは、実際は面積が広くて、出入り口の防犯カメラだけでは当然足りません。３台のカ

メラでも実際どうかなというところがあります。この北の２は小さいので、防犯カメラは

１カ所の設置で、そのほかの費用に当たる２台分を南のほうに移動して、死角のない状態

をつくりたいなというようなことも考慮して、現段階では３カ所分の設置を考えておりま

す。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ４番。

○委員（哘 清悦君） 商工観光課のほうが業者からいろいろな情報をもらっているの

で、一番ベストな案を考えているのだとは思いますけれども、例えばリースといったとき

に、２台だと１台当たりがもっと高い金額だったのか、３台だから１台当たりがちょっと

安くなったのかとか、今、防犯カメラという話もあったのですけれども、４６万円のう

ち、そうすると１台につき防犯カメラも１台つくということだとした場合、防犯カメラの

リース料と料金を徴収する機械のリース代と分けた場合、それぞれ金額がどうなるのかも

伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

このリース料金の積算の中には、防犯カメラを１個なくしたら、では少し安くなるとか

というような基本的な設定はなく、１カ所当たり３台の設定ではこの金額だということに

なりますので、実際はこの北の２をなくして南のほうに防犯カメラを増設したいのだとい

うような検討は、これからまたしたいというふうに思います。北の２に関しては、実際は

無料のままで、月極だけに固定してやるというようなものもまだ実際考えています。そう

なった場合、月極した４２台分が、当然、権利があるわけですけれども、看板等設置した
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中でもそのままだと、では、入っていて入れなかったよと、あるいはまた、その駐車場が

機能しているかどうか、誰か監視につけるのか。つければ人件費がかかる。そういったこ

とも含めた中で、今現在、同じような機械の設置ということで提案しています。

また、防犯カメラの先ほど出た、個々に１カ所やめて数をふやすというようなことはこ

れから確かめたいと思います。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

１４番。

○委員（白石 洋君） ８３ページの観光費の中で、東京七戸会運営費補助金が１５万円

計上されておるわけでありますけれども、どうでしょう、東京七戸会、佐藤一男会長、非

常に頑張っておられて、七戸町のことを思い、やっぱりふるさとが廃れていく姿に非常に

勇気を振り絞って今頑張っておるところでございます。私どもも何回か東京七戸会に出席

して、いろいろなことを見聞きしてきた過去がありますが、たまたま七戸町の議会の議員

１６名ですので、４期のうちに４人ぐらいずつ派遣してもいいのではないかというふうに

常日ごろ思っているわけでありますので、ひとつぜひ、この予算のことには直接は関係な

いのですが、ぜひひとつ考慮していただけないものかなということと、もう１点は、その

中にありますピザカーニバル運営費補助金の４０万円というのがあるわけですが、これは

去年あたりからですか、イオンのほうに行っているようでございますけれども、町なかに

いるおじいちゃんやおばあちゃんにしてみると、遠くてなというふうなこと等も言われて

いますし、また、実際、この運営をしている方々にとってみれば、いろいろな諸条件が

あって、多分、イオンのほうに行ったのだろうとは思いますけれども、ただ、基本的に町

として考えなければならないことは、４目の商店街の活性化の推進に補助金を出している

わけですよね。少なくてもまちなか丸ごと元気事業とか、あるいはまた、中央商店街のイ

ベント事業に９０万円とか、あるいはまた、町なかの活性化に対しても１００万円、いわ

ゆる３００万円ほどのものが実際、町なか活性化のために町では出しているわけですよ。

そういったことを考えていくと、整合性をやっぱり持たなければ、ただそっちがいいから

というだけで、苦労もわかるのだけれども、町なかのことも考えていかなければいけない

という要望もあるようなものですから、この辺のあたりは将来に向けて考えていかなけれ

ばならない。ただ、言えることは、御承知のように、スーパーとコンビニの戦いの狭間の

中で、商店街づくりなどというのは大変な、まちづくりもそうですけれども、大変な時代

を迎えておるわけでありますけれども、この辺のあたり、担当課の意見と、それから町長

の総合的な考え方についてお伺いをしたいと思います。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

今、委員おっしゃるとおり、実際、中央商店街の活性化と、それから駅前の活性化、両

方考えると、それぞれメリット、デメリットがあって、間に立って苦しいところでありま
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す。町なかの活性化につきましては、この補助金等を通して、商工会とも十分話をしなが

ら、最近ではいわゆる伴走型の支援等々、七戸町商工会が国の計画を通っておりますの

で、そういったところで連携したいと思います。これは今始まったことではありませんけ

れども、常にこちら側でイベントをするときには、いわゆるお客さんの回遊性、ローズカ

ントリー等々含めて、町なかと駅とを結ぶルート、買い物の流れというようなものは常に

意識しながらやっていきたいと思います。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） まず、東京七戸会のほうですけれども、佐藤会長から、実は新幹

線の開業前からいろいろ盛り上げてもらったと。東京をまとめてくれて、だからそういう

感謝も込めて、これは佐藤さんからも、実は議員の方々も来れないのかというお話もいた

だいておりました。隣の十和田市さんと比べている。ということで、今おっしゃったよう

に、３人になるのか４人になるのか、当然これは考えて、やっぱり感謝を込めて、そうい

う派遣も検討していきます。

それから、ピザのほうですけれども、もともと町なか対策ということでスタートしまし

た。いろいろ受け手がないという、いろいろな事情があるというのも伺っておりまして、

そしてたまたま去年は、いわゆる山車展示館の前でということになりました。だけれど

も、本来の目的に沿って、もう一度、やっぱり両者の間に立って調整をして、できるだけ

町なか対策ということで進めていくようにしていきたいと、そういう指導はしていきたい

と思っています。

○委員長（盛田惠津子君） １４番。

○委員（白石 洋君） 今、答弁をもらったわけでありますけれども、いずれにしても、

商工観光課のほうでは、いわゆる道の駅との連携を図りながら、いわゆる物産まつり、都

会で行われる、例えば麻生十番だとか、青山通りですか、板橋区のほうですか、いろいろ

なところでやっておられるようでありますけれども、将来展望としては、町のいわゆる新

鮮な野菜を、いわゆる都会で消費してしただくというようなことについては、これはどな

たも異論がなく、それぞれが努力しているところでありますけれども、町としての将来的

な展望を含めて、台湾だとか、ああいった方向への、そういったものに対するものの処理

の仕方の考え方の基本をひとつ町長からお伺いしたいなと、こう思います。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） 麻生十番の祭りに出展はしておりますけれども、できればこうい

うのというのは、その後にもつながっていけばいいと思います。ただ、ニンニクを持って

いったりしていまして、これはリピーターというか、またことしも来るだろうということ

でのお客様はおいでになります。ただ、それは限られた部分ということで、むしろ今、も

う少し、あそこはかなり窮屈であります。それから、かなりの制約があります。ですか

ら、行く人はかなり苦労している。真夏の暑いときということがあります。一応新年度
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も、恐らく佐藤会長も、実はあそこはいいということを言っておりますけれども、その

後、できれば町の野菜のＰＲにつながって、その後の販売につながると、それが一番理想

だと思っていまして、ちょっと今出てきませんけれども、郊外のほうでいいイベントがあ

りまして、そういったものも今後視野に入れていかなければならないと思います。

それから、台湾のお話が出ましたが、あれは実は主体が、余り野菜というのは行ってい

ないみたいであります。ナガイモなどは薬用ということで行っているみたいですが、米で

実は可能性がないかということで検討したら、１俵当たり４,０００円の差があるという

ことで、これはとても補填しきれるものではないということもありました。ですから、今

回は国の補助、県の補助、これを使って、シンガポール、これは恐らく行くことになると

思いますけれども、そちらのほうはむしろ継続して輸出に結びつくような気がしておりま

して、そちらを進めていきたいというふうに思っております。台湾については、恐らく何

ぼ自由化になっても、やっぱりすし屋さんで使うということで、１俵当たり４,０００円

の差というのは、これはいかんともしがたいということで断念をした経緯があります。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

５番。

○委員（岡村茂雄君） ８３ページの駅周辺施設管理費に関連しますけれども、駐車場を

有料化するということなのですが、金額がまだ定まっていないというふうに聞いています

けれども、これが報道されているのを見て、町民の方々が、一部有料化したほうがいいと

いう意見があったからというのも記事にあったのですけれども、なぜ有料化するのかとい

う、結構声を聞くのです。その辺の有料化するという、やっぱりその理由というのはどの

辺か教えていただけませんでしょうか。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

有料化につきましては、まず一つは、新幹線の駅が開業して以来、ＪＲ七戸十和田駅の

利用者の確保、そして利用者の維持ということを大前提に、町としては無料化ということ

で進めてまいりました。その間、無料化でありますけれども、駐車場に関する誘導員、そ

れから、臨時の無料駐車場を借り上げての対応等々してまいりました。その経費等も随分

ふくらんできたというところもあります。

そういった中で、ＪＲが公式に発表しているＪＲ七戸十和田駅の新幹線の乗車人数、こ

れが過去５年間の発表した数字が安定してきたということがわかりました。八戸、青森と

比べると人数は大分少ないのですが、七戸の駅に関しては５年前で６７２人から、平成２

９年の数字で７７０人ちょっとで、わずかでありますが微増、基本的には安定していると

いうことで、有料化してもそれによる利用者の減というのは考えづらいというところがあ

ります。

また、利用者からの駐車場があいていないという苦情がかなりあります。それはやっぱ

り無料化が原因ではないかというような意見もたくさんありました。
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それともう一つは、現在ある長期駐車車両、こういったものの対策にもつながる。機械

化することによって、入った車が数週間出ていないということがわかると、そういった対

策等々含めて、総合的に有料化ということを提案させていただきました。

また、料金につきましては、一部新聞に出ましたけれども、現在のところは町民の負担

が最小限、あるいは利用者の負担が最小限で済むようにということで、最初の１時間は無

料として、２４時間で２００円というのを現在想定して、６月議会に料金に対する条例整

備等の提案はしたいと考えております。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ５番。

○委員（岡村茂雄君） やはりこの辺は、料金、さまざま、私は前に旅行村でもあったの

ですけれども、有料にした、金額の問題ではないのです。利用者の心情といいますか感覚

としては、今まで無料で、何で金をとるのか、たったこれだけなのです。金額１００円だ

からいいとか、５００円だからだめだとか、そういう受け取り方をされないというのは、

結構、私は前に旅行村で聞いて経験したのですけれども、その辺があるものですから、町

民の方々にもその辺はやっぱりよく周知すべきだなと思いますので、よろしくお願いしま

す。

○委員長（盛田惠津子君） １５番。

○委員（三上正二君） 今、関連なのですけれども、まるっきり逆の意見なのですけれど

も、私は十和田市のほうに毎日、毎朝、市場に行っているのですけれども、よく言われる

のは、有料化することになっていいなと。何ぼというと、多分２００円。２００円では変

わらない、５００円ぐらいとれという。というのは、たまたまなのですけれども、１月

だったかに、東京に行って帰って、昼の１２時半に七戸駅に着いたのです。そうしたら、

若い女の人、多分あれは外国人だと思うのだけれども、女の人がうろうろしていた。何を

しているのと言ったら、車を見つけられないと。いつ置いたのと言ったら、４年前に置い

たと。こういうことをして、駐車場でないわけです。いつもそうだけれども、無料駐車場

もあるのだから、それは長期に置いていいとは言わないけれども、そうやって、やっぱり

逆に言うと、本当に忙しくて、ほとんど１泊２日か２泊３日なのだから、それであれば大

した負担にならないと思うのです。それを何もかも無料、無料といえば、あれもやってく

れ、これもやってくれ、銭とるのはだめだと言ったら、どこから銭出すのか。それもある

ので、やっぱり私は、いろいろな人はあると思いますよ。だから、やっぱりこれはやるべ

きだと思います。答弁は要りません。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

４番。

○委員（哘 清悦君） ８４ページ、７款１項６目１３節に関して伺います。道の駅の産

直のほうを直営にして、もうそろそろ１年がたつわけで、来年度は産直の売り上げを４億

４,０００万円で、その１５％が、６,６００万円が歳入として入る、産直施設使用料とし
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て入るという予測で予算を立てていると思います。歳入が６,６００万円に対して、さま

ざまな経費が総額５,９００万円ぐらいになっているので、差額が約７００万円となる

と、ここには実質、商工観光課の職員の人件費が入っていないので、これぐらいの差が今

出ていると思うのですけれども、それであれば、法人化してあれば、そこの法人が役場職

員ではなくても、必要な職員を採用するということもできると思うのですけれども、今、

直営の形であれば、いつまでも商工観光課が道の駅の事務局をやるのではなくて、いずれ

十和田の道の駅のように、もう道の駅の運営自体、決算の作成から、そういったものも全

てやれるような人材を確保する意味で、この差額の７００万円分のところで、臨時雇用で

も人を確保してはどうかなとは思いますけれども、その辺については検討しているのか、

伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） 法人化に向けて、今、作業を進めている、これがいずれ法人化す

るということでありますし、物産協会の中にも、いわゆるそういう経理とか、そういった

ものはもう相当たけている人間がおります。その辺はもう１回協議をして、もちろん必要

とあれば、そういう人材の確保も必要かと思いますけれども、あともう少し時間をいただ

いて、いわゆる産直も含めた一つの法人化、本当に名実ともに安心して任せられる、指定

管理できる組織をつくるということで進めております。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

１０番。

○委員（田嶋弘一君） ７款１項３目１３節のところの、スキー場もなのですけれども、

レールバスのところでちょっとお聞きいたします。たしか年に１回、まつりごともやって

いると思うのですけれども、これはトータルではなくて、ふだん、どういう開業が、いつ

から、月曜日から金曜日までやっているのか、土日やっているのか、それで年間何人の来

客があるのかをお聞きいたします。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

レールバスを見たいということに関しては、基本的には案内業務している方がいますの

で、随時対応するようにしています。実際、イベントのほかに、そういった一般の観光の

方で何人ぐらい来ているかは、現在把握していないので、後ほどお知らせしたいと思いま

す。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） 担当者が多分１人かなと思うのですけれども、もう一つは、道の

駅の山車小屋の件でも、お客さんが見たいと言えばあけてくれるというふうに聞いた経緯

があるのですけれども、できれば、意外と土日が盛んに見えるのだけれども、平日はほと

んど来ないかなと思うのですけれども、後で連絡ということになれば、私、ここで言いよ
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うがないのですけれども、というのは、もしよければ、例えば、変な言い方だけれども、

十和田市などは汽車が通っていなくてもＤ５１があるのですよね。外から見れば、見たい

なということで、私も見たことがあるのですけれども、そういう意味で、みんないろいろ

なものを監視、管理できるみたい形で、例えば余計な言い方かもわからないけれども、山

車小屋の隣にこのレールバスがいたとしたら、みんなが見る、また体験もしたい。体験す

るのに１００円とるのか、どうするか知らないけれども、確かにそこに駅があったから、

ずっとという管理、これから先々、こういうのを見て、補助金はほとんど変わらないけれ

ども、果たして最後まで管理できるのかなというふうに私が感じるのはそこなのです。

年々人口は減る、一般質問とかあれでもさまざま出て、今月は２人しかいないけれども、

亡くなった人は何人とかというふうに、人口減少が多くなっているわけですよね。そうい

う意味で、こういうものを１カ所に集めてやるという考えなどはないのでしょうか。それ

をまた移転するといえば、そこの地域の人はなくすのは困るとかという、さまざまな話が

あると思うのですけれども、その辺、これからの財政を考えて、考えていますか。このま

までずっといいのですかというのをお聞きします。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） お答えします。

レールバスですけれども、愛好会というのがありまして、星野さんという人が会長で、

あそこにあれがあるから我々は来ると。ここから動かすと、もう来る理由がなくなるとい

うことで、いわゆるレールも含めて、あの辺の総体的なものの魅力というか、そういうこ

とで来ているということです。

それから、頻繁に動かせるしろものではないと。年に１回か２回のレールバスの日で、

彼らも手づくりの部品をつくったりということで動かしてもらっています。これが、彼ら

が手を引くとなると、我々だって、いわゆる果たして維持管理できるのか、あるいはまた

動態管理できるのか、動けるような状態で管理できるかということもあります。ただ、将

来のことを問われると、彼らもだんだん年をとってきて、なかなか来るのが大変だと。わ

ざわざ外国出張も戻って、５月の連休に来たりという人もいます。ですから、やっぱり彼

らの意向というのは大事にしなければならない、今のところは。だんだんだんだん年を経

ていった時点では、これはどういう方向になるのかというのは、当然これは検討しなけれ

ばならないと思いますが、今のところは、やっぱりあの場所で、彼らの意向も大事にしな

がらやっぱりやっていかなければならないと考えています。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） 今言ったのが一つであれば、私は、本当に守りたいというのであ

れば、その人たちが何十年、こういう形で下北まで行ったのですよ、レールバスが、野辺

地か、以上だね。というあれで、南部縦貫のレールバスが行き来できていたという経緯が

あるわけですよね。そういうのを、私が今言いたいのは、次の時代に伝えていくという、

その人たちが、今だからいいと。では、その人たち、申しわけないけれども、地元に１泊
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するなりして滞在して行っているのか、それともよそのほうで１泊して行っているのか。

私たちはこれだけ金を使っていても、確かに町長は、その辺、わかるけれども、だったら

その人たちが後継者をつくって、地元の人が守ろうとするのであれば、私は考え方が違う

のですけれども、例えばこれの修理とか動かせるようにというのが今の全てにいくのです

けれども、まちおこしの人であれ、商工観光課であれ、そういうのを自分たちが次の世代

が学んでいって残すという形でないと、地元では後継者がふえないし、ただただ金を使っ

てというふうに私は感じるのですけれども、一つ聞きたいのが、その人たちは次の世代を

育成しているのか、この町に滞在しているのかをお伺いいたします。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） たしか１泊か２泊でおいでになっているはずです。町にも当然滞

在はしていると。泊まりは隣かな、だと思いますけれども、いずれにしても、その辺の協

議はこれから始めていかなければならないと。だんだんだんだん年をとって、いわゆる自

腹で来ているのですよね。やっぱりそういった人たちの、これから果たしてその後継者と

いうのは、もちろん話をしたことはありません。ただし、維持していくと、あれは町のも

のになりましたから、当然、彼らが来なくなればそれで終わるということは、これはない

と。では、もし来られなくなったような状況になれば、それは当然、協議をして、維持し

ていくと。できれば動く状態で維持をしていかなければならないというふうに思います

し、世界に一つしかない貴重なものですから、当然これは保存していかなければならない

と思っています。

○委員長（盛田惠津子君） １０番。

○委員（田嶋弘一君） だから私、今聞いているのが、その動かせる技能者というか、そ

の人から誰かが聞いて、地元の人が聞いて、守るのかということを聞いているのです、私

が。

○委員長（盛田惠津子君） 町長。

○町長（小又 勉君） だから、協議をして、当然、動かせるような状態で将来に向けて

進めていかなければならないと。今のところはもちろんいいです。ただ、言うのは、我々

もだんだん年をとってきたと、だんだん来るのはきつくなってきたと、そういうお話も

伺っていますので、そろそろだんだん潮時かなという感じは受けています。そうすると、

それに向けた地元の対応というのは、これは当然やっていかなければならない。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

４番。

○委員（哘 清悦君） ８４ページ、６目１３節委託料の中の産直施設売場管理委託料

と、産直施設人材育成セミナー業務委託料に少し関係することで伺います。

まず、消費税が８％から１０％になって、さまざま計算の仕方も難しくなる、それか

ら、課税業者については、成分表示も義務になってくるということで、それらのことを考

えたときに、こういった人材育成セミナーのところでもそういった指導をしていくのかな
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とは思っていますけれども、実際、成分表示も県内のそういった測定してくれるところの

見積もりをとってみると、１成分で５,０００円と。ところが、十和田の道の駅のほう

は、いろいろ調べたら、県外のほうで全成分３,８００円で一手に調べてくれるというの

があったりもしています。

６次産業化の予算も１００万円見ていますけれども、６次産業化というのは、農業者だ

けではなくて、商工業者も一体的になって取り組むべきことだと思っています。

それで、どんな加工品をつくっても、すぐ大手のスーパーとか、取り引きできるかとい

うと、それは簡単ではなくて、まずやはり道の駅から販売を始めることになると思うので

すけれども、やはりつくる前に、どういうふうに売るかというところまで考えて、これか

らは生産、加工、販売、一体的に考えなければならないと思っています。

そこで、この前、町長も出席してくれましたけれども、農産物加工友の会も、やはり

年々高齢化で、利用者なり参加者も減ってきている。そういった中で、道の駅のほうでは

加工もやっている会員もいたり、両方に所属している人もいると思うので、例えば産直友

の会のほうで加工部会をつくるとか、その事務局である農林課と商工観光課がその部分で

一緒になって６次産業化を進めるという体制をつくってはどうかなとは思っていますけれ

ども、そういった議論はしたことがあるのか、伺います。

○委員長（盛田惠津子君） 商工観光課長。

○商工観光課長（附田良亮君） お答えいたします。

具体的に６次産業化について商工観光課と農林課とこれからの対策等々、進めるといっ

たことは、まだ話し合いはなされていません。事務レベルで課長同士でこういった方向性

等々の話はしています。実際に生産、加工、販売までいきなりというのはかなりハードル

が高い話ではありますが、農林課で所掌している農産物加工友の会と産直における友の

会、両方に共通している会員がいるということは承知しています。加工となると、当然、

そこに出てくる数々のいろいろクリアしなければいけない、販売に対する法制度の関係と

いうのもあることが、ことし、産直友の会を担当してわかったところです。ですので、来

年度、これはまだ事務レベルで調整していますけれども、加工品を販売するに当たって、

最低限のルールを再確認しようよと、あるいは食品衛生管理者であるとか、営業許可であ

るとか、そういったことを皆さん御存じですか、もしかしたら加工品を専門にやっている

人にとっては当たり前かもしれないけれども、今まで生鮮野菜を出していた人がちょっと

手を加えたものを出したいのだと。それも十分加工品ですので、そうするためにはこうい

うことが必要なのですよというのは、農林課と一緒に、どちらの会員でも参加できるよう

な研修会、あるいは講習会といったものを進めましょうということで話をしています。こ

のタイミングで、実際、その話が出たのは、実はもう３月に、友の会の会員を対象にしよ

うとしているのですけれども、実は食品表示法における成分の表示基準、これが平成３１

年で経過措置期間が終わります。平成３２年４月からはそれなりの基準に準じた表示をし

なければならないということが決まっておりますので、この食品表示、特に加工品に関す
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る食品表示についても同時に研修、講習等で勉強していきたいなと考えております。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、８６ページ、８款１項１目土木総務費から、９１ペー

ジ、８款５項２目住宅建設費まで、発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 次に、９１ページ、９款１項１目常備消防費から、９２ペー

ジ、９款１項３目消防施設費まで、発言を許します。

３番。

○委員（澤田公勇君） ９款１項３目１８節、ここに消防の購入費が３,０００万円ほど

記載されてありますけれども、そのことについて。この消防車の購入は何トンクラスなの

か。それと、今、七戸町で１３分団あると思っていましたけれども、その１３分団の中で

４トン未満の車両が何台あるのか、その辺をちょっと教えてください。

○委員長（盛田惠津子君） 総務課長。

○総務課長（高坂信一君） お答えいたします。

平成３１年度に購入予定の消防ポンプ自動車ですが、これは５トン未満となっておりま

す。

それから、４トン未満の車両が何台あるかということですが、今ちょっと手持ちに資料

がございませんので、後ほどお答えしたいと思います。

○委員長（盛田惠津子君） ３番。

○委員（澤田公勇君） 車両のトン数が把握できていないというふうなことですけれど

も、たしか今から六、七年前だと思いますけれども、免許の種類が変わっていますよね。

それで、中型免許という種類が発生している。その前は普通乗用車でも４トンクラスで運

転することが可能であったのですけれども、現段階では、中型免許を持たないと運転でき

ない。その規定は４トンクラス以下で、今購入する消防車が５トンというふうになると、

中型免許がないと運転できないというふうな経過になると思います。

そこで、今、消防団員、団員数は２５０名ほどいるというふうなことで、町で控えてい

る人数より数名程度しか減少していない。ただし、ことしの３月末を迎えて、退団する団

員も数名ほどある。そうすれば、おのずとまた団員の補充をしていかなければならない。

若い世代が入ってくれればそれにこしたことがないでしょうけれども、若い世代が入るこ

とによって、中型免許を持たない団員が入ってくる可能性がある。

そういった中で、調査して調べてほしいのは、今１３分団ある中で、中型免許を持たな

い団員がどれくらいいるのかをまず把握してほしいと思います。

それともう一つ、その中型免許を持たなければ消防車を、火災があっても出動すること

ができない分団が出てくると、何のための分団かという問題も出てくる可能性は十分考え
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られます。そういった中で、では新しく分団に入った団員に対して、免許取得のための助

成を今後考えていく要素があると思いますけれども、その辺の考え、ありましたら教えて

ください。

○委員長（盛田惠津子君） 総務課長。

○総務課長（高坂信一君） お答えいたします。

まず、運転免許の改正のことですけれども、平成２９年３月１２日から免許制度が改正

されました。この改正によりまして、普通免許が２段階に分かれたわけでございます。一

つは、いわゆる普通免許ということで、３.５トン未満までは運転可能。それからもう一

つが、準中型免許、これが新設されまして、これが３.５トンから７.５トンまでが運転可

能という免許の改正がありました。今、澤田委員おっしゃるとおり、この免許によって運

転できない消防団員が出てくることと思います。まだ各分団から確認はとっておりません

が、この免許改正が平成２９年３月ということで、恐らく免許をとって１９歳か２０歳く

らい、これくらいの方々からこの新しい免許改正が該当するのではないかと思っておりま

す。ポンプ車を運転できないということになれば、何のための消防団員かということでご

ざいますので、町としても、今後、入団する団員の免許の取得状況、それから、年齢等も

あると思いますけれども、そういうものを考慮しまして、消防団活動の円滑化を図るため

に、免許制度への助成を検討しなければならないなと思っております。

ちなみに、これは町単独だけでどうのこうのということではなく、東北町との関係もご

ざいますので、東北町または近隣の町村の動向、これらも踏まえながら検討しなければな

らないと思っております。

ちなみに、今、近隣の市町村でこの免許制度に対する助成を行っている町村が、五戸町

で助成しております。五戸町の場合は、ほとんどのポンプ車が５トン以上ということで、

もう免許がないと全く乗れないということから助成している、限度額がたしか１０万円

だったと思います。そういうことも考慮しまして、これは特別交付税の対象ということに

もなりますので、そういう観点から十分検討したいと、このように考えております。

以上です。

○委員長（盛田惠津子君） ３番。

○委員（澤田公勇君） その辺は、今後、検討して進めてもらいたいというふうに思いま

す。

ちょっと戻りますけれども、２目の１８節、団員の活動服の購入というふうなことで６

０万円ほど計上してありますけれども、これはこの金額でおおよそ各団員に配布が行き渡

るという金額でしょうか。

○委員長（盛田惠津子君） 総務課長。

○総務課長（高坂信一君） お答えいたします。

１８節の消防服等の購入費６０万４,０００円でございますが、これは新年度に新入団

員として入団見込みを大体１０人見込んでおります。ただ、新年度におきまして、幹部ク
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ラスにちょっと異動があるということも考えられますので、その際は補正のほうで対応さ

せていただきたい、このように考えております。

○委員長（盛田惠津子君） ほか、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） お諮りします。

本日の予算審査特別委員会はこの程度にとどめ、明日に延会したいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（盛田惠津子君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、本日の予算審査特別委員会は、これをもって延会することに決定いた

しました。

なお、明日の予算審査特別委員会は、午前１０時に再開します。

本席から告知します。

本日はこれをもって散会します。

お疲れさまでした。ありがとうございました。

散会 午前１１時５８分


